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新島先生のホームステイ生活―――あんなこと、こんなことから 

―――「隣人愛」を考える（７）：新島先生の受けた隣人愛（４）  

副校長 竹山 幸男 

6月が始まり２週間。先週から今週にかけても、京都ではやわ

らかな雨が降ったりして梅雨を感じつつも、毎日晴れたとても暑

い日が続きました。朝夕はとてもさわやかな風が吹いてしのぎや

すいのですが、日中は30度を超える初夏のような日が続いていま

す。雲のない日には、天まで届きそうな青空の下で、学校の周り

の山々やキャンパス内の木々の緑も生き生きと、いっそう濃く感

じられる今日このごろです。ちょうど、今週のはじめ、晴れた日

の夜空は、満月になっていて、京都タワーの白いライトアップと

ともに、京都の街並みを明るく照らしていました。6月に入っ

て、少しずつ京都の街中の人や車の往来も多くなってはいます

が、まだまだ以前のような状況には戻っていません。6月の初

旬、皆さんのお住まいの地域で見られる自然の佇まい、夜空の風

景や街並みの様子はいかがでしょうか。 

今週から来週（6月第2～3週）にかけても、学年をグループに分けて分散させたかたちでの登校

日の設定をいたします。6月第1週目は、久しぶりにお会いできた生徒の皆さんも多くおられ、4月

の半ばから約１か月半の間のオンラインでの学習を通じての皆さんとつながりをふまえながら、

各教科の「学習のポータルサイト」での学びについて、サポートをする機会を持つことができま

した。6月初めの登校日に時にも、体調面、その他さまざまな事情で登校することができなかった

生徒の皆さんがおられましたが、6月の第2週～3週目については、「学習ポータルサイト」を用い

た学びを基本に据えて、各教科の学びの内容、生徒の皆さんとのやり取りを継続させていただき

ますので、これまでに引き続き、しっかりと取り組んでいただきますようお願いいたします。特

に、今年の1年生の皆さんは、100年に一度というような感染症の状況がありますので、まだまだ

いろいろと学校の様子がわからないことも多いかと思います。生徒の皆さんからの質問、相談に

ついては、教科の内容であれば教科の先生へ、学校についての相談であれば担任の先生へご遠慮

なくご連絡ください。先週もお伝えした通り、これまでの3か月間と直近1週間の日本の状況と対

応、海外の状況と対応、そして、医療関係の専門家の方々の提言など、さまざまな状況を総合的

に考慮すると、感染症の今後の状況については、まだまだ予測が難しい状況が続くものと思われ

ます。同志社中学校では、中学生という発達段階での健康面への配慮や、京阪神はじめ近畿圏、

ならびに愛知、岐阜などからも新幹線通学で通っておられる生徒の皆さんも多くおられことも考



慮しつつ、生徒のいのちと健康を守ることを最優先にしながら、学校としての対応を慎重に検討

しております。感染状況の推移（緊急事態宣言解除による緩み、第２波への警戒など）にもより

ますが、６月の第3週目あたりまでは、学年を分散させた登校日を継続していくことを考えており

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

第9・10週目（6月8日～19日）は、これまでの取り組みに引き続き、動画を用いた課題の提示、

提出、メールでの質問を継続しますので、生徒の皆さんも参加してみてください。今週も、先週

に引き続き学年を２つのグループに分けて、学年を分散した登校日を設定しますので、別途学校

からの連絡を見ていただきますようよろしくお願いいたします。今週火曜日（6月9日）から6月下

旬にかけては、各学年の聖書、保健体育、音楽、技術家庭、美術の先生方と生徒の皆さんとの

zoomを用いての学び面談（クラスまたはグループなどで）が始まります。今週から来週にかけて

の各学年・クラスの学び面談の予定については、本日ご案内の面談予定表でご確認ください。 

生徒の皆さんに夏休みに取り組んでいただく自由研究に向けたオリエンテーション、準備も少

しずつ進められています。1年生の皆さんは、5月下旬の自由研究に向けてのグループ面談を行

い、テーマについて参考になりそうな本について、「図書館の先生と相談して探してみたい」を

選んだ生徒の皆さんには、図書館の先生から皆さんに連絡をしていただいていると思います。さ

らに、参考になる本について質問がある場合には、図書館の先生にご連絡、ご相談ください。さ

らに、1年生は先週から今週初めにかけて、皆さんが取り組もうと考えている自由研究のテーマに

ついての登録期間でした。まだ、登録をされていない方がありましたら、学習ポータルサイトの1

年生の自由研究のコーナーから、各自登録をお願いいたします。あわせて、2回目の自由研究の面

談を12日（金）から19日（金）まで実施していますので、ご参加よろしくお願いいたします。面

談実施日までに、皆さんのロイロノートに送らせていただいている「自由研究2回目の面談に向け

て――テーマを深めてみよう」について、動画を見ながら取り組んでいただきますようお願いい

たします。2・3年生の皆さんの中で、自由研究の登録ができていない方がいらっしゃいました

ら、至急登録をすませていただくようお願いいたします。2・3年生に皆さんに対しての登録方

法、その他のオリエンテーションについては、教務部の自由研究担当の先生から動画にてすでに

皆さんに案内しておりますのでご確認ください。登録をすませた今後の予定については、6月中旬

に教務部の先生から連絡がありますので、しばらくお待ちください。 

日ごろの担任の先生からの連絡、面談については、その都度レスポンス（応答）していただ

き、皆さんの日頃の様子などを知らせてください。健康観察については、引き続き保健室の先生

あてご提出ください。特に、来週も登校日が継続しますので、健康観察をしっかりとしていただ

き、連絡をよろしくお願いいたします。第10週目の詳細については、別途ホームページ上の教務

部より「第10週目のお知らせ」または学習ポータルサイト上の生徒ページ・生徒伝達に「第10週

目のお知らせ」をご覧ください。機器（iPad）やアプリの使い方で不明な点があれば、「学習ポ

ータルサイト」（→［生徒ページ］→［在宅学習サポート］）にアドバイスや解決方法を掲載し



ています。また、「2020年度版ICT活用・情報倫理ハンドブック」（同志社中学校）の1～28ペー

ジに、課題提出で用いているロイロノート、zoomの利用方法を含め、iPadでの学習に際してのさ

まざまな活用ガイドが掲載されていますので、取り組みの際には、引き続き参照するようにして

ください。 

新入生の皆さんにとっては、まだ1か月半が経過したところですので、皆さんの中で、教科の内

容、学校のことなどでわからないことやご質問がある場合には、教科・担任の先生へ、また、機

器の操作のことでわからないことがある場合は、ICT機器利用のヘルプデスクまでご遠慮なくご連

絡ください。生徒、保護者の皆さんに対しての、学校の教育相談も随時受け付けていますので、

校務センターまでご連絡くだされば、担当者から連絡させていただきますのでよろしくお願いい

たします。

 

さて、先週の日曜日は教会の暦で「ペンテコステ」の日でした。その日にちなみ、新島先生の

人生のターニングポイントとなったクリスチャンへの回心のできごとを、新島先生の愛唱聖句で

あった、ヨハネによる福音書3章16節から学んでみました。先週のお話の最後に参考資料として掲

載した、函館の脱国を助けてくれた福士さんあての英文の手紙においても、クリスチャンとして

新たな歩みを始めた新島先生が、その喜びを伝えるとともに「ぜひ聖書を学んでください。

（Study the Bible）」と念を押して伝えようとしている様子が伺えます。そのメッセージは、同

志社で学び、集っている現代に生きる私たちにも、145年の時を超えて届けられているものと思い

ます。さて、新島先生の英文の手紙は、「新島襄全集6巻」にまとめられていますが、今週はその

中から、新島先生がフィリップス・アカデミーに通っておられた時に書かれた何通かの手紙よ

り、いくつかのエピソードを紹介してみたいと思います。そこには、新島先生がアメリカの大学

に学び、その後宣教師として日本に戻って来られ、同志社の創立も含めて活躍される予兆となる

ようなできごとが見られます。 

１つめは、新島先生を上海からボストンまで乗船させて、

アメリカに連れてきてもらい、船主のハーディーとの関係を

最初につくってくれた大恩人、ワイルド・ローバー号のテー

ラー船長との再会です。1866年10月、ちょうど新島先生がボ

ストン港について1年がたったころ、新島先生のところに手

紙が届き、テーラー船長が再び中国に行くので、出校前にぜ

ひ会いたい、とのことでした。しかし、新島先生は、アンド

ーバーからボストンに行く汽車賃がなくどうしようかと思っ

ていたのですが、フリント夫人が切符を買ってきてくださ

り、ヒドゥンさんがボストンの街でのお小遣い（1ドル）を

渡してくれました。高校での朝のお祈り会の後ボストンに向

ワイルド・ローバー号 

（船主/A・ハーディー、船長/H・S・テーラー） 



かい、昼頃からボストン港で船長と再会し、その後夕食

をとりにボストンの街に出かけました。そこで、テーラ

ー船長は、ボストンのとても寒い冬に備えてオーバーを

くださったり、帽子も買ってくださいました。別れ際、

駅で新島先生へ切符を買ってあげた後、船長は急に泣き

はじめ、目から涙が止まらないほど泣かれました。きっ

と、最初に上海で新島先生と初めて出会ったこと、1年近

いワイルド・ローバー号での洋上生活、ボストン港での

別れの後、こうして、アメリカでの留学生活が始まり何

よりも元気で勉学に励んでおられる新島先生の姿を見

て、感極まったのではないかと思います。当時、密航者

を乗せて来た場合、その責任を問われ、仕事を失う危険

もあったわけですから、そのリスクと犠牲を越えた神様

の導きと祝福にテーラー船長も思い巡らしていたのでは

ないかと思います。「神様の摂理が、貧しい日本人であ

る私の上に、これほどまでに働いたとは、なんと驚くべ

きことでしょうか。」と新島先生はその手紙に記し、新島先生もまたテーラー船長の涙に共感

し、神様の摂理、不思議な導きに感謝していたのではないかと思います。 

その翌年（1867年）の7月、1年半通ったフィリップス・アカデミー修了後の休暇中に、チャタ

ムにあったテーラー家を訪問することがありました。当時は、アンドーバーからボストンへ、ボ

ストンで駅を移動して、そこからチャタムまで汽車で行く予定でした。チャタムに向かうには、

途中の駅で乗り換えないといけなかったのですが、新島先生は、夕立の雨の音が強くて車掌さん

の声が聞こえなかったのと、本に夢中になっていたことで、乗り過ごされたようです。気づいた

ときには、もう後の祭り。乗客の紳士に『乗り違いですね。今日中にチャタムには着けない

よ。』と言われ、車掌さんに言って次の駅で下車。駅からフェリーボートで、全く知らない街、

ニュー・ベッドフォードに夜に到着しました。困った新島先生はどうされたのでしょうか。 

歩いていると教会が目に留まり、通りがかりの人に教会名と牧師先生のお宅を教えてもらいま

した。そのお宅の家のベルを鳴らし、牧師先生と会うことになりました。『私は、よそから来た

もので、ジョセフ・ニイシマと言います。行先違いで、見知らぬこの街に着きました。最小限の

経費で一夜過ごせる場所を教えてくださいませんか。』不審に思った牧師先生は、宿代の半分の

たしに、ということで、50セントを差し出したのですが、新島先生は、それを受け取らず『お願

いですから、どうぞ安全な場所（safe place）を教えてください。』ともう一度お願いをしまし

た。 

新島先生の真剣なお願いを受けて、牧師先生は家を出て『「海員ホーム」(Seamans Home)に案

左）ベルリン号船長ウイリアム・T・セイボリー 

右）ワイルド・ローバー号船長 H・S・テイラー 

 

脱国した函館から上海まで新島先生を乗船させ

てもらったベルリン号の船長セイボリーは、ア

メリカ帰国後そのことが船会社にわかり、その

責任を問われ解雇されました。しかし、新島先

生がボストンに到着した直後、セイボリーは新

島先生を訪ね、自分が解雇されたことは一切触

れずに、無事アメリカまで来られたことを喜ば

れました。 

 

 



内しましょう』と言って歩き始めました。ちょうど、当時スペインから捕鯨で来ている人が多か

ったので、最初はそのあたりから来たのではと思われたようです。牧師先生は、新島先生に、歩

きながら、いろいろな質問をされました。「どこから来たの」「いつごろに」「どこに住んでい

るの」「アンドーバーで何をしているの」という問いに新島先生が答えると、牧師先生の知り合

いが、新島先生の通っていた教会の役員で、すぐ近所にお住まいであること、学校のパーク先生

のこともご存知であることもわかり、とても親しみをこめてさらに話してこられました。「アメ

リカの習慣はどうですか」「キリスト教をどう思っているの」「なぜわざわざアメリカに？」新

島先生は、「日本からの密航、いかにして素晴らしい摂理に導かれてこのアメリカにやってきた

か」について、短く話しました。このやり取りの後、牧師先生は、『先ほどと違ったところに案

内しよう』ということで、その街で一番の美しく大きなホテル（Parker House）に案内してくだ

さり、そのホテル代も全額目の前で払ってくださったのでした。『私があなたの国に行って一人

の知人もいない状況になったときには、どうか親切にお願いしますよ。おやすみなさい。』と言

って、ポケットに入れていた紙切れに名前（ウイロー・クレイグ先生）を書いてもらった後、教

会に戻っていかれました。乗り間違えで、知らない街について、夜が来てどうしようか。これ

は、今もあり得ることですが、皆さんならどうされるでしょうか。

今の時代から考えてみると、新島先生はこのころから行動力はあっ

たようですね。新島先生は、このような出会いの中で、何とその日

は、ホテルでおいしい夕食をとり、すばらしい部屋で過ごされたの

です。そして、翌日、乗り換え駅まで無事に戻り、そこから汽車と

馬車でテーラー家に着くことができ、温かい歓迎を受けたのです。

チャタムでの新島先生は、2か月間ゆっくりと時間が流れ、テーラ

ー家で家族の一員としてリラックスして過ごせました。毎日聖書と

地理の本、ヘンリー・マーティン牧師の回想録を読んだり、ラテン

語の勉強、演説の練習もされまし

た。日曜日には教会の礼拝にも出ながら、ゆっくりとした時間の

流れの中で、浜辺での散歩やハマグリ採り、森での黒イチゴ摘み

も楽しめたようです。 

新島先生は手紙にこう書いておられます。「ニュー・ベッドフ

ォードの街に着く前に、主が私を見守り、安全な場所に導いてく

ださるようにと祈りました。主はその祈りに応えて、あの夜、安

全に過ごせるようにと、親切で敬虔な牧師先生のもとに私を導い

てくださいました。自分自身の知恵を頼みとし、神様の摂理

（Providence of God）を信じない人なら、多分、摂理

（Providence）のことは全く考えず、『あの時は運がよかったのだ』と言うでしょう。しかし、

私は、確かに神様の摂理が私を安全な場所へと導いたのだと断言することができます。なぜな

チャタムにあるテーラー船長の生家 

チャタムでテーラーファミリーとともに

馬車にのっている様子を描いた新島先生

のイラスト 



ら、神様の摂理なしには何ひとつ起こるはずはない、と信じるからです。」新島先生は、脱国や

ハーディー夫妻との出会いという、とても考えられないようなとても大きなできごとから、この

ような誰もが経験しそうな身近なできごとまで、神様への祈りや見守りと導き、摂理を、留学生

活を始められた時期に、実体験として持たれていた様子を知ることができます。（Providenceと

いう言葉が何度も出てきます。）そして、このできごとの中にも、新島先生が神様への祈りを大

切にされていたことがわかります。＜英文手紙challenge＊1＞ 

「祈り」ということで言えば、この時期の手紙（1866年9月）の中に、特筆すべきできごとが書

かれています。＜英文手紙challenge＊2＞ それは、下宿先のヒドゥン家でのできごとです。ヒ

ドゥン家では、ヒドゥンさんのおばさんも同居していたのですが、新島先生が下宿を始めて数か

月後、春ごろから、高齢で体調がすぐれず、生死をさまよう状態になられることもありました。

新島先生は、時々、彼女の部屋を訪ねて付き添いもされていました。ある日曜日の夕方、彼女が

静かに何か考え事をされている様子を見て、新島先生はこう語りかけました。『私は、あなたに

対する神様の祝福を祈っています。神様は私の祈りに応えてくださると信じています。あなたも

神様に祈ってみませんか。きっと祝福してくださると思うのですが。』彼女は『ジョセフ。親切

にありがとう。』と言いながら、涙を流して、大きな声で『主よ。私を憐れんでください。イエ

ス・キリストを通してあなたのみ恵みを示してください。』と二度祈ったのです。1階にいたヒド

ゥンさんが大きな声を聞いてびっくりして、部屋まで来ました。そして、新島先生が『おばさん

が祈られました』と言うと、ヒドゥンさんはびっくりしてこう言いました。『おばさんが祈った

って？今まで一度もおばさんの祈りを聞いたことがないし、気づかなかった。本当に嬉しい。』

ヒドゥンさんは、おばさんに向かって尋ねました。『イエス様を信じますか。』『生きようと死

のうと私はイエス様を信じます。』新島先生は、このできごとを手紙でこう書かれています。

「おばさんはおよそ70歳ですが、これまでイエス様について話したこともなく、お祈りをしたこ

ともありませんでした。しかしあの日曜日の夕方に私が発したたった一つの問いがもとで、この

世から罪を取り去り給う方のほうへ心を向けたのでした。・・・主が彼女のまじめな祈りを聞き

とどけて、永遠の住まいへ導き給うことを信じています。」先週紹介した、ヨハネ3章16節で語ら

れているような福音のメッセージが、新島先生の目の前で、新島先生の語りかけを通じて実体験

として起こっていることに、あらためて新島先生の生涯を貫く「隣人愛」とその根底にある神様

の愛とその救いの広さと大きさがあることを教えられるエピソードです。 

最後に、ハーディー夫人に対して、フィリップス・アカデミーでの留学生活、ヒドゥン家での

ホームステイ生活が始まってからの感謝をあらわす手紙（1866年10月）の内容と、イエス・キリ

ストを信じる決心をして、洗礼を受ける報告をしている手紙の内容を見てみましょう。（全集10

巻：65ページ以下、全集6巻：11ページ以下 参照） 

＊ そのようにして、奥様は（あのサマリア人のように）私をみじめな境遇から救い出し、よい

教育を得させてくださいました。それゆえ、私は奥様をわが隣人と呼ばせて頂きます。それ



どころか、奥様を神が与え給うた母と呼ばせてください。 私は日夜神に向かって、ご祝福

がご家族の上に豊かにあるように祈っています。神は私たちの心の中にある願いをご存じで

す。信仰をもって神にお願いすれば、神は最上のものをもって答えてくださいます。小鳥の

ようにあわれな私を、よろしくお願いいたします。 

＊ 私のトランクが届けられました。奥様、トランクを開けた時私は、奥様、トランクを開けた

とき私は「奥様に対していったい自分はどうしたらいいのだろうか。」と考えました。ご自

身のお子さんに与えるくらい多くのものを私にいただいたのですから。こういうものだけで

はなく、私が祖国のために大きな善をなすようにと、私は教育でもお世話になっています。

これほどまでに私を助けてくださいますが、奥様は私から何の報いも期待されていないと思

います。私が貧しいものであることはご存じの通りですから。それゆえ、私は、天において

奥様の受けられる報いが必ず増し加わる、と申し上げてよいと思うのです。どうか主イエス

の「受けるよりは与える方がさいわいである。」（使徒20章35節）という御言葉を覚えてく

ださい。 

＊ 奥様とハーディー様がご承認してくだされば、私は次の聖餐式のときに入会したいと思いま

す。今や私はイエス・キリストが私たちの罪のために死に給うた神の御子であり、私たち

は、イエスを通して救われる、と信じています。私は何にもましてイエスを愛しています。

これが私の誓いです。私は日本に帰り、人々を悪魔からイエスへの方向転換させるために頑

張ります。私はイエスに対して自分自身でしっかりと決断しましたので、今や何をもってし

ても私の愛をイエスから引き離すことはできません。けれども私の肉は霊よりも弱いので、

それで私は教会に入会してキリストと一体になりたいのです。これは私がもっとキリストの

ようになり、キリストの御名のために私の国に大きな善をなしうるためであります。 

＊ 美しいクリスマスの朝です。すがすがしい幸福感に満たされています。ご存じの通り、ボス

トンに上陸してから今日まで、天の御父が私をこの上ないほど御護りくださったことを感謝

しております。・・・神学校附属教会の聖餐式は、次の日の日曜日に守られることになりま

した。私はその時に入会し、父と子と聖霊の御名において洗礼を受けることになります。

「強く、また雄々しくあれ。あなたがどこへ行くにも、あなたの神、主が共におられるの

で、恐れてはならない、おののいてはならない。（ヨシュア記1章9-10節）」新島先生の大

切な聖句として心に刻まれています。 

６月も半ばを迎えたこの1週間も、キリスト教学校に学ぶ私たち一人ひとりが、新島先生と同じ

ように、これまで私たちを導いてくださった神様の愛への感謝の思いを祈ってみてください。そ

して、新島先生が日々の留学生活の中で、実際に体験した「祈り」への応答、身近な生活の中で

出会った人たちから受けた「隣人愛」を思い起こし、主イエスの愛を受けた私たちが、周りの友

達、身近な人たちへ「隣人愛」を実践することができるように、神様に祈りつつ歩ませていただ

きましょう。 



 「神はその独り
ひ と り

子
ご

をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人

も滅びないで、永遠のいのちを得るためである。」（ヨハネによる福音書3章16節） 

 

「受けるより与えるほうが幸いである。」（使徒言行録20章35節） 



 

新島先生が書いた 

英文手紙に 

チャレンジしよう！ 

＜英文手紙 challenge＊1＞ 

チャタムのテーラー家で 

過ごしているときに、 

ハーディー夫人に宛てて 

書いた手紙です。 

生徒の皆さんも 

読んでみましょう！ 



 

 

 

ヒドゥン家で 

過ごしているときに、 

ハーディー夫人に宛てて 

書いた手紙です。 

生徒の皆さんも 

読んでみましょう！ 

新島先生が書いた 

英文手紙に 

チャレンジしよう！ 

＜英文手紙 challenge＊2＞ 
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